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１． 研究計画の概要： 

(1)北アフリカ・マグリブ諸国でのこれまで

のマイクロクレジット(以下ＭＣと記す)の

研究を踏まえ、それを基に東アラブ・中東諸

国での貧困削減政策として、マイクロファイ

ナンス(以下ＭＦと記す)まで視野に入れて

比較考察を行うものである。 

(2)ＭＦを中東北アフリカの社会・文化・政

治・経済的状況も踏まえつつ、文化人類学的

に考察するために民族誌的研究も続行する。 

 

２． 研究の進捗状況 

(1)初年度にはエジプトでカイロに本部があ

るアラブ諸国ＭＦ機関連合 SANABEL で情報収

集を行い、またアレキサンドリアの民間ＭＦ

機関 ABAを対象にフィールド調査を実施した。

エジプトには政府主導でのＭＦプログラム

が存在しないが、民間ＭＦ機関ではチュニジ

アやモロッコのＮＧＯなどの MC/MF と類似し

たプログラムが実施されており、かなりの成

果を挙げていることが確認されたほか、キリ

スト教のコプト教徒の民間ＭＦ機関も存在

し、その機関が宗教宗派を問わずに融資をし

ている実態なども明らかになった。2010 年度

には U.A.E.とトルコにおいて調査を行った。

特にトルコは中所得国でまたＥＵ加盟をも

目差している国であるが、自由主義経済のグ

ローバル化のなかで貧富の格差が広がりつ

つあり、ＮＧＯの MAYA やトルコのグラミン・

プログラム（TGMP）が特に東部の低所得地域

で広く活動しており、返済率も 9 割を超える

という良い成果を挙げていることが明らか

になった。トルコの事例は、中所得国におい

ても MC/MF の有効性を証明するものとして重

要な意義をもつと考える。 

(2)方法論としては、文化人類学的フィール

ドの参与観察と、実務者とＭＦの受益者を対

象とした聞き取りの手法を主として採用し

た。 

(3)参加した会議としては、初年度にはイン

ドネシアで開催されたＭＣサミット、2010 年

度には中東アフリカ地域のＭＣサミット（ケ

ニア開催）に参加して情報を行った。またこ

れらの調査研究の成果の一部は 2008 年度の

末にはマレーシアで開催されたイスラーム

地域研究の国際会議において、また 2009 年

度の夏にはアルジェリアでの国際会議にお

いて報告した。その他、国内では東京外国語

大学やオリエントクラブなどでの研究会で

報告し、また日本の JICA 主催の外国人研修

生などを対象とした講演会でも報告を行っ

た。 

 

３． 現在までの達成度 

③やや遅れている。 

理由としては、文化人類学では現地調査が極

めて重要であるが、当初、レバノン・イエメ

ンで予定していた現地調査が政情不安のた

めに断念するとなり、何度も調査予定を変更

せざるを得なかったこと。また文科省の方針

で各学期 15 週間の授業が実施されるように

なり、実際に現地調査のために出張できる日

程自体を作り出すことがスケジュール的に

極めて困難になってきていること、さらに年

齢的に学内業務の他に、複数の学会の理事や

評議員、編集委員などの職務が増え、科研の

研究調査以外の仕事に大きな時間が取られ

ていることなどによる。 

 

４．今後の研究の推進方策 

現地調査をした内容についてはできるだけ、

活字にして公表できるように努めたい。現在、      
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  中東北アフリカ諸国では民主化革命や運動  

が起こり、歴史的な転換期とも捉えられる激  

動のなかにあるため、そうした現実の動向も

踏まえつつ、本研究を進めていきたい。 

 

５. 代表的な研究成果 

（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に

は下線） 
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